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１．背景 

福山市においても，子育て世代包括支援センターと合わせて，2021 年度から「市区町

村子ども家庭総合支援拠点」が動いており，新たな体制の中で，予防を含めた教育が求めら

れている。妊娠カップル側からは，妊娠・出産・子育てという不安な時間，様々なリスクや

社会的な圧力の中で，安心・安全を見出したいといったニーズがあり，2021 年度より本

学において HP からリンクする形で YouTube を通した取り組みを始めている。 

２．目的と方法 

2022 年度は拠点と連携しながら妊娠期の妊婦（とそのパートナー）に対してアート（造形・

製作・ボディワーク）など（メンタルヘルス）のワークショップを通した予防的な学びを対面

で行うプログラムを実施し，その効果をみる。ここでアートとは，「自身の心と体の状態，日常

生活をより見つめることができる技術」と広く捉え，生活を支えるアートには，物語性・聴覚

性，触覚性，視覚性など五感に働きかけることができる。 

３．結果と考察 

ネウボラ推進課にてチラシを配布していただき，本学教育研究交流センター公開講座とし

て 2022 年秋に「これからの子育てに安心・安全を感じるためのアートを活かしたワークシ

ョップ」を企画・実施した。具体的な内容は，以下の表のとおりである。 

 

コロナ禍での対面開催ということで参加者が少なかったが，インタビューの結果，講座へ

の評価は「良かった」。妊娠生活や子育てに直接的な内容と共に，アートを通した WS が気

分転換になったという。大学と地域の行政が連携した異分野グループよるパイロット的 WS

が The AHRC Cultural Value Project の研究成果に基づく「個人の内省」，「アイデンテ

ィティ」，「主観的幸福感」の効果をもたらし，地域の妊娠中の女性及び家族支援を行ってい

く意味が見出された。なお，本研究はアートミーツケア学会 2022 年度大会にて成果発表を

行った。 
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